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1. ニュー K 1200 GT
K シリーズ ツアラーの伝統を継承

20 年近くにわたり、直列4気筒エンジンは BMW K シリーズを特徴付けるものとなっています。BMW に典型的な高水準の信頼性と長い耐用年数を併せ持ち、卓越したパワーとトルクがこのマシンの主な特徴です。
優れた環境適応性を確保するために最新のデジタル モーター エレクトロニクス（DME）とクローズド ループ制御式三元触媒コンバーター（キャタライザー）を装備するこのパワー ユニットは、今日においても他を凌駕しています。このため、4気筒エンジン搭載の K シリーズは、BMW モーターサイクル ラインナップに不可欠なものであり、将来も重要であり続けます。

フルフェアリングを装備したツーリングモデルは、K シリーズの導入とほぼ時を同じくして登場し、1984 年に K 100 RT がデビューしています。その後継モデルであるK 1100 LT は、数多くの標準装備品と優れた走行快適性を備え、優れたツーリング モーターサイクルの基準を長く市場で確立し続けています。

1999 年春、K 1100 LT に代わって K 1200 LT がモーターサイクルのツーリングに新しい解釈を与えました。究極の豪華さ（ラグジュリー）と快適性、幅広く用意された標準装備品に焦点を当てたこのニュー モデルは、ツアラー モデルに新次元を切り開き、快適性や高級感だけでなく敏捷性においてもこのクラスに新たな基準を打ち立てた、ツアラー部門の「7 シリーズ」と称賛されるにふさわしいモデルです。
BMWモーターサイクルは、究極の豪華さにはあまり重要性を感じない一方で、ツアラーが提供する風雨からの防護や、快適なアップライトのライディング姿勢を必要と考えているライダー達に新しい選択肢を提供します。それがニュー K 1200 GT です。

K 1200 RS の登場以来、成功を収めている BMW のスポーツ ツアラーは、ツーリングに焦点を絞っています。これは、最大限の敏捷性やダイナミックなパフォーマンスと、長時間走行における優れたツーリング性能を両立させたい、と考えているライダーのためのモーターサイクルです。モデル名の「GT」はグラン ツーリスモ（Gran Tourismo）を意味し、ライダーとパッセンジャーに対する優れたツーリング快適性と洗練されたスポーツ性能を併せ持つことを表しています。
ニュー K 1200 GT は、2002 年後半に市場に投入される予定で、現行 K シリーズの 3 番目のモデルとして、K 1200 RS スポーツ ツアラーと K 1200 LT ラグジュリー ツアラーに加わります。
K 1200 GT テクニカル ハイライト
ドライブ トレインとランニング ギアを継承
K 1200 GT は、K 1200 RS で既に実証済みの最新テクノロジーを基礎にしています。ドライブ トレインはすべてそのまま引き継ぎ、パワー ユニットも 1200 cc エンジンの高性能バージョンとして改良された、最高出力 96 kW（130 ps）/ 8750 rpmのものを搭載しています。また、ドイツなどのいくつかの国ではオプションとして、最高出力 72 kW（98 bhp）のエンジンを搭載可能です。将来の排出ガス基準に適合させるため、O2 センサー、触媒物質の表面コーティング、4気筒用エンジン マネージメントなどはすべて見直され、排出ガス値をさらに低いレベルにまで削減しています。
ランニング ギアもまた K 1200 RS 用のものを修正することなく引き継いでいます。BMW 独自のフロント テレレバーとシャフト ドライブの BMW パラレバーによって走行快適性を確保し、スポーツ性能と高級ツアラーとしての装備を両立させています。サスペンションのスプリング ストロークは K 1200 RS と同じです。リア ホィールのリム幅は 5.5 インチで、 幅広の 180 mmタイアを装着しています。 

ボディ：
改良されたフェアリングには電動調節式ウィンドシールドを装備
K 1200 RS の基本的な特徴を受け継いだフェアリングには、いくつもの革新的な機能が盛り込まれました。ライダーを風雨からより効果的に保護するため、サイド フェアリング下部の幅を広げ、走行風をより効果的にライダーの足の周りに流すようにしています。ボディ カラーに関係なく、すべてのモデルでこの部分はブラック仕上げになっています。 

注目していただきたい2つの特色として、ボディ カラー同色仕上げのハンド プロテクターと電動調節式の新型ハイ タイプ ウィンドシールドが挙げられます。この無段階電動調節式のウィンドシールドは、体格の違うライダーごとの好みに合わせ、適切なウィンドシールド調整を可能にします。
これらの機能的な違いの他にも、こうした変更によって、K 1200 RS とは異なる新しい独自の外観を与えています。
リラックスしたツーリングのために：
快適なシートとハイ ライズ ハンドルバー 

コンフォート ハンドルバーは、特にリラックス ツーリング志向のシート位置を実現するためにデザインを変更しました。ハンドルバーは K 1200 RS のものよりもわずかに高くなり、ハンドルバー自体の角度が異なります。これによりライダーの手首にかかる力を軽減し、より上体を起こした走行姿勢が可能になりました。一方で、新しいコンフォート シートは K 1200 RS のものと同じ高さ調節式を装備し、790 mm または 820 mm（日本仕様は 770 mm または 800 mm）の高さに設定することができます。

BMW インテグラル ABS を標準装備
（パーシャリー インテグラル タイプ）
ニュー K 1200GT では、パーシャリー インテグラル タイプのインテグラル ABS を標準装備しています。「パーシャリー インテグラル タイプ」とは、ライダーがハンドブレーキ レバーを操作したときにはフロントとリアのブレーキが作動し、フットブレーキ レバーを操作したときは、通常通りリア ホィールのみにブレーキが作用します。その他のブレーキ システムは K 1200 RS のものと同様です。つまり、フロント ブレーキには優れたブレーキ力を発揮する EVO ブレーキが装備されます。

ラゲッジ ラックおよびボディ同色仕上げのカバー付きケースを標準装備 

K 1200 GT には、ラゲッジ ラックとサポート付きケースが標準装備されています。ボディカラー同色仕上げのケース カバーは、モーターサイクルにおしゃれで洗練された外観を与えています。
2種類のボディカラー、ホワイト ターン インディケーターを装着
K 1200 GT は、オリエント ブルー メタリックとグレイ グリーン メタリックの2つのカラーから選べます（※日本仕様では変更の可能性あり）。どちらの場合もシートカラーはブラックになります。フロントとリアに装着されたホワイト ターン インディケーターは、これら魅力的なボディカラーにエレガントな雰囲気を与えています。
オプション装備品と特別装備品
工場オプションとして用意されるグリップ ヒーターは、ライダー／パッセンジャー用シート ヒーターとセットで装着可能です。K 1200 RS ですでに定評あるクルーズ コントロールもオプション装備できます。さらに追加費用なしでオプション装備できるものとして、ヒーター付きを選択できる 770 mm / 800 mm に調節可能なロー シートがあります（日本仕様では標準装備）。また、すでに述べましたが、ドイツなどのいくつかの国では最高出力 72 kW（98 ps）の出力減少型パワー ユニットをK 1200 GT に搭載することが可能です。 

特別装備品はBMW モーターサイクル正規ディーラーから注文ができ、ディーラーで装着可能です。システム ケースのようにすでに標準装備されているものを除けば、K 1200 RS のほぼすべての装備品を含む多彩な装備品がご利用いただけます。

